


































































































































































































































（所属と敬称略）。柴田冶三郎、柴田武、早田輝洋、Donald L. Smith、George 
Bedell、遠藤祐一、福地肇、平河内健治、猪股謙二、伊藤正義、川島順、小
竹ヘザー、大石正幸、酒井倫夫、柴田黎児、柴田良孝、新長馨、菅原邦朋、
鈴木栄一、高田諭、田中幸穂、戸田征男、吉田孝。このコトバの会では、所
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属、職位、年齢、学年に関わらずに、多くの大学生、若手教員等が参加し日
頃の研究の成果を発表することができた。これもひとえに長谷川先生の権威
主義を好まずリベラルで自由な討論を基本姿勢とする人柄によるところがお
おきいことは言うまでもない。
1977年4月に、私は大学院博士後期課程入学が許可されて、ジョン・ロッ
ク『人間知性論』を一緒に読んでいただいた。廉価版Everyman’s Libraryを
テキストに使用して読み進めたが、ページの行間が狭く書き込みに苦心した
ことを覚えている。予め目を通すには、意味が不明瞭な語彙に出あったなら
必ずOEDに当たる指導をして頂いた。読書の途中に、小林淳男『言語の世
界と思惟の世界』（1976）に採録した論文の内容をお尋ねし西洋思想史にお
ける言語観史のテーマに関するお考えをお聞かせいただくこともあった。岡
田隆平『言語と人間』や『言語哲学』、G・バークリー『人知原理論』、W・
ライプニッツ『人間知性新論』、エルンスト・カッシーラ『象徴形式の哲学』
等の書物を挙げていただいた。しかし、先生はこの言語哲学的言語論よりは
一般言語学への関心が強かったように思う。日頃より論文指導では決してご
自分の研究での関心事を学生に提示することはせず、学生の主体的な取り組
みを辛抱強く待ち、一度学生から質問がでると真摯に答えるという姿勢で
あった。その回答は、学生の質問の内容をはるかに超える内容で質問した学
生は質問内容の稚拙さに愕然としながら、改めて、言語学の課題を見いだす
に至ることがおおかった。言語学を学ぶ学生は、常に語学的な関心事を意識
しながら努めて英語以外の外国語をも学び続けて広く古典的文献を渉猟し直
に文献に当たるいわばテキスト主義の重要性を説くのが常であった。関心の
ある学生を集めて勉強会と称して、H・パウル『言語史原理』、F・ド・ソシュー
ル『一般言語学講義』、N・S・トゥルベツコイ『音韻論の原理』等の古典的
文献をドイツ語、フランス語の学習と合わせながら読んでくださったのはテ
キスト主義のひとつの現れであったと思われる。この読書会で指導する迫力
は凄まじく、学生が自分の浅薄な理解で行間の意味を自己流に解釈して質問
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するものなら、質問の内容のみならず用語をも改められる始末であった。学
生はこの読書会を通して大なり小なり各自の言語学本来の課題に目覚めてい
くことを期待されていたと思われる。
私は、1970年代に東北学院大学で学び長谷川松治先生はじめ多くの先生
方にご指導いただいた。仙台を出て30年以上も経って現在は、関東地区の
大学で専任・非常勤の英語学・言語学教師として教壇に立っている。この
30年で大学、特に、文学部を取り巻く状況はおおいに変わってしまった。
しかし、この変化の波に押しつぶされることなくこれからも東北学院で出
会った先生方のご指導に感謝しながら、東北学院で学んだことを誇りに学生
指導と研究に勤しむ所存である。
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